




 

〔はじめに〕 

 ウオーターベッドについては、既に昭和 50 年度より研究課題として発表して

きた通りである。病院用として作成したウオークーベッドを使用し、そのベッ

ドの効用について調査することとした。はじめは、PMD 児の重症児の安眠を主

として試作したウオーターベッドであるが、使用状況等調査の段階においてウ

オーターベッドの効用について、注目せざるを得ないものがあった。このウオ

ーターベットは、各季節により自由に温度調節が出来る。適温は摂氏 28℃前後

である。患児の血行を良くし循環障害等により起こる合併症には効用があると

思われる。PMD 児は機能の低下に伴ない、種々の合併症が起き易く、 

(1)凍傷 (2)湿疹 (3)重症児における心不全 (4)上気道炎及び気管支炎等が

上げられる。 


